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第１２回「新しい社会的養育の在り方に関する検討会」提出資料 (2017.4.21)  
 

成果として提示すべき事項（委員長案～「社会的養護の課題と将来 
像」から「新たな社会的養育の構築」に向けて～)に関する意見 

 
 
(そろそろ報告書をまとめる時期ですので、私見を述べます。) 
一、1 ページ目の前文について 
１、見直しの視点 

奥山委員長案は、『社会的養護の課題と将来像』(２０１２)の問題点を、『児童の代替

的養護に関する指針』(国連２０２９)との違いとして指摘しています。私も同じ捉え方

ですが、まず強調すべきは「家庭養護 family-based care と家庭的養護 family like care
の表層的な整合性」というより、『指針』における「目的」についてです。『指針』で謳われ

ている「目的」のところが、この『課題と将来像』では抜け落ちているからです。 

ちなみに『指針』の「目的」の(２)には「以下の事柄を狙いとする」と記され、⒜で「永続

的解決策 Permanent solutions」を掲げ、⒝に「永続的解決策が実現不可能か、児童の

最善の利益に沿っていない場合」には「最も適切な形式 the most suitable forms」の

代替的養護を特定すること、と記されています。 

 

 ２、「永続的解決策」における二つの原則 

『指針』の手引書となっている『前進 MOVING FORWARD』によれば、「永続的解決策」

は「必要性の原則 necessity principle」と「適切性の原則 suitability principle」

の二つから説明されています。 

そこでは社会的養護児童が“十把一からげ”や“残余対象”として副次的に扱われ

てしまわないように、第一に分離についてしっかりと判断することが求められていま

す。それが『必要性の原則』ということです。そして次に、それでも必要な場合には

児童の最善の利益が追求されるべきで、そこで求められるのが「適切性の原則」と呼

ばれているものです。 

したがって本検討会でも、まず「永続的解決策」という考え方に立ち、そこへ至る

プロセスについて書込んでおくことが必要になるかと思います。 

 

 ３、「パーマネンシー保障」と「介入後の一連のプロセス」 

本検討会においても、虐待対応件数が１０万件を超えていること、児相がキャパシ

ティーオーバー状態になっているため里親や施設でおこなわれる社会的養護を含む

「介入後の一連のプロセス」がおかしくなっていること、こうしたことを踏まえて「パ

ーマネンシー保障」の重要性が議論されてきたと思います。 
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したがって『指針』の「目的」について書き込むことによって、「パーマネンシー保

障」という捉え方を通奏低音としながら、「必要性の原則」から「適切性の原則」へと

至る一連の流れの中で「最も適切な形式」をつくり出すこと、との認識が深まること

を願うものです。このことが「個別化」の視点であったと思います。 

 

４、「新しい社会的養育」と「社会的養護」の関係 

   戦災孤児・浮浪児の緊急保護対策を必要としていた戦後の一時期、わが国でも施設

が大規模化(スケールメリットのための「下限設定」)していったという時期がありま

した。これは「社会的養護」を“十把一からげ”や“残余的対象”として扱ってしま

う「劣等処遇」につながる副次的アプローチという方向です。 

   今回の在り方検討委員会の方向性である「新しい社会的養育」(広義)という捉え方

は「社会的養護」(狭義)を包括するものとして捉えられていますが、虐待対応に追わ

れている今日にあっては、ふたたび保護が先行して養育の課題が見失われやすくなっ

ています。それを考えると、「社会的養護」は養育の質の確保に向けた「脱副次化」を

鮮明に打ち出すことが必要ではないかと考えます。この「社会的養護の脱副次化」の

方向を包括して、「社会的養育」の議論が深められていくことを望みたいと思います。 

 

 

(旭児童ホーム 伊達直利) 
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（井上構成員提出資料）
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